
が
良
い
所
で
し
た
。
近

く
に
は
ラ
ス
コ
ー
洞
窟

も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
ユ
ゼ
ル

シ
ュ
は
、
ド
ル
ド
ー
ニ

ュ
川
の
支
流
の
中
州
に

出
来
た
街
で
、
城
や
教

会
を
中
心
に
灰
色
の
坂

が
特
徴
の
街
で
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
ル
ブ
レ

サ
ッ
ク
は
、
ド
ル
ド
ー
ニ
ュ
谷
を
見
下
す

場
所
に
あ
る
集
落
で
、
狭
く
曲
り
く
ね
っ

た
小
道
、
石
灰
岩
で
で
き
た
中
世
の
赤
い

屋
根
の
家
々
が
あ
り
ま
し
た
。
庭
先
に
は

草
花
や
ア
ヒ
ル
が
お
り
、
絵
本
に
出
て
き

そ
う
な
風
景
の
村
で
し
た
。
ホ
テ
ル
の
窓

か
ら
は
朝
夕
、
緑
の
絨
毯
の
上
に
雲
海
が

た
な
び
い
て
、
と
て
も
美
し
い
風
景
で
し

の
屋
敷
の
村
で
す
。
ロ
ッ
ト
川
に
は
粉
引

き
の
屋
敷
が
有
り
、
鏡
の
様
に
川
に
写
り

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
ロ
カ
マ
ド
ー
ル
は
、
１
１

６
６
年
に
聖
な
る
墓
が
発
見
さ
れ
て
以

来
、
巡
礼
地
の
一
つ
と
さ
れ
、
教
会
や
聖

堂
が
険
し
い
崖
に
へ
ば
り
つ
く
様
に
建

ち
、
下
の
街
道
に
は
宿
や
小
塔
や
城
壁
の

門
な
ど
が
と
こ
ろ
狭
し
と
建
ち
並
ん
で
い

ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
の
に
は
、
朝

夕
場
所
を
変
え
れ
ば
、
順
光
で
画
け
る
の

　

支
部
の
２
～
３
人
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
写
生
地
で
大
作
に
も
小
品
に
も
な
る
場

所
へ
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

有
り
、
４
月
15
日
㈰
～
25
日
㈭
で
フ
ラ
ン

ス
南
西
部
へ
ス
ケ
ッ
チ
に
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
方
は
25
年
前
の
２
月
に
友
人
と

２
人
で
油
絵
道
具
を
レ
ン
タ
カ
ー
に
積

み
、
１
ヵ
月
ぐ
ら
い
か
け
て
村
々
を
ス
ケ

ッ
チ
し
た
場
所
で
、
日
本
の
安
曇
野
の
様

な
地
方
で
す
。
山
間
部
の
村
々
は
産
業
革

命
に
取
り
残
さ
れ
た
為
、
中
世
の
面
影
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
は
、
羽
田
よ
り
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス

航
空
で
出
発
、
パ
リ
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・

ゴ
ー
ル
空
港
で
乗
り
継
ぎ
、
ト
ゥ
ー
ル
ー

ズ
空
港
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
は
添
乗
員
と

レ
ン
タ
カ
ー
で
各
村
々
を
案
内
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
最
初
に
訪
れ
た
サ
ン
・
シ
ル
ク
・

ラ
ポ
ピ
は
ロ
ッ
ト
川
を
眼
下
に
望
み
、
村

の
頂
上
に
教
会
の
尖
っ
た
茶
色
い
屋
根
が

有
り
、
村
は
中
世
の
雰
囲
気
を
留
め
る
瓦

た
。

　

次
に
訪
れ
た
カ
レ
ナ
ッ
ク
は
、
川
岸
に

建
つ
修
道
院
を
中
心
に
で
き
た
村
で
、
ド

ル
ド
ー
ニ
ュ
川
が
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ

た
頃
は
、
交
通
の
要
所
で
し
た
。
川
岸
に

17
世
紀
に
修
道
院
長
で
あ
っ
た
フ
ェ
ネ
ロ

ン
が
、「
チ
レ
マ
ッ
ク
の
冒
険
」
で
書
い

た
塔
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
訪
れ
た
オ
ー
ト
ワ
ー
ル
は
、
谷

間
の
村
で
、
葡
萄
畑
で
富
を
得
た
地
主
が

多
く
住
ん
で
い
た
た
め
、
小
さ
な
シ
ャ

ト
ー
風
の
館
が
幾
つ
も
残
っ
て
い
る
村
で

し
た
。

　

今
回
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
で
は
、
ボ
ル

ド
ー
か
ら
ド
ル
ド
ー
ニ
ュ
川
上
流
の

村
々
、
東
は
赤
い
屋
根
、
南
は
茶
色
い
屋

根
、
西
は
灰
色
の
屋
根
、
北
は
黒
い
屋

根
、
地
形
は
変
化
に
と
ん
だ
場
所
に
集
落

私
の
写
生
地

フ
ラ
ン
ス
南
西
部
を
訪
ね
て

会
員　

小
島　

兼
一

▲　（スケッチ）ロカマドール

▲　（スケッチ）ロカマドール
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が
あ
り
、
色
々
な
角
度
か
ら
の
ス
ケ
ッ
チ

が
出
来
た
為
、
移
動
が
少
な
く
て
す
み
ま

し
た
。
又
、
今
回
は
油
絵
で
は
な
く
、
水

彩
ス
ケ
ッ
チ
と
写
真
が
中
心
の
取
材
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
を
元
に
新

し
い
作
品
を
制
作
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼　（スケッチ）ルブレサック▼　（スケッチ）ユゼルシュ

◀　（スケッチ）
コロンジュ・ラ・ルージュ

▶　
（
ス
ケ
ッ
チ
）
カ
レ
ナ
ッ
ク

◀
（
写
真
）
サ
ン
・
シ
ル
ク
・
ラ
ポ
ピ
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